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JAPEX（石油資源開発株式会社）の概要

本社所在地 〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー

設立 1970年４月1日 （東証一部上場 2003年12月10日）

資本金 ￥14,288,694,000（最大株主：経済産業大臣36.72％）(2024/3/31)

代表者 代表取締役社長 社長執行役員 山下 通郎

従業員数 1,641名（連結）／979名（単体）(2024/3/31)

事業内容
石油、天然ガス、その他のエネルギー資源の探鉱、開発、生産、販売と、
これらに関連する掘削などの請負事業、再生可能エネルギー資源の開発等

業績
(2024/3)

売上高 ￥325,863（百万円）
経常利益 ￥ 68,808（百万円）
純利益 ￥ 53,661（百万円）
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新潟県とJAPEX

紫雲寺ガス
田：1962年発
見

岩船沖油ガス田（JPO）：1983年発見

東新潟ガス田
：1959年発見

片貝ガス田
：1960年発見

吉井ガス田
：1968年発見

長岡事業所

上写真：
岩船沖油ガス田 海上プラットフォーム

上写真：
新潟・仙台間ガスパイプライン
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「JAPEX2050」
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Carbon dioxide Capture and Storage

工場や発電所などから排出される排ガスか
らCO2を分離回収して、地下深くの安定し
た地層の中に貯留する技術

CCUS：二酸化炭素回収・貯留・利活用
Carbon dioxide Capture , Utilization and Storage

1.0 
mm

貯留層（砂岩など）

砂粒等のすき間が多い地層

遮蔽層（泥岩など）

CO2を通さない泥岩などの地層

圧入されたCO2

CO2パイプライン圧入設備 CO2分離回収設備

圧入井

CCSとは
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CCS：二酸化炭素回収・貯留



CCSの必要性

2022.3.18 
第8回グリーンイノベ
ーション戦略推進会議
資料より引用・加工

ネガティブ
エミッション
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2024.6.28
JOGMECプレス「CCS事業化に向けた先進的取り組み～2030年度までの
CO2貯留開始に向け、設計作業等について9案件を候補として選定～」より

会社名 東北電力株式会社、三菱ガス化学株式会社、北越コーポレーション株式会社、石油資源開発株式会社

貯留地域 新潟県内（既存油ガス田等）

貯留量 約140万t/年

排出源 新潟県の化学工場、製紙工場、発電所

輸送方式 パイプライン

事業特徴 化学、紙、電力などを対象に、既存の油ガス田を活用し、脱炭素燃料や環境価値などの付加価値創出を
狙った事業を推進する。

事業概要（東新潟地域CCS）

先進的CCS事業
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先進的CCS事業と価値創出

2023.3.31
「新潟カーボンニュートラル拠点開発・基盤整備
戦略」より引用・加工
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CCS事業実現に向けて

事業環境整備
予見性

技術

地域のご理解
国民合意形成

政策 CCUS
事業実現

国
民間
事業者

連携

自治体
地域

CCS事業実現には複数の要素が必要

⇨ ⇦

地域のご理解、官民の連携が必要不可欠
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